
会 議 報 告 書 

会議名 令和６年度 第２回三島市社会教育委員会議 

日 時 令和６年７月 19日（金）午後１時 30分から３時まで 

場 所 三島市民生涯学習センター ３階 講義室 

出席者 

社会教育

委員 

永倉委員長、小籔副委員長、渡邉委員、髙橋委員、籾山委員、大澤委員、 

石井委員、山本委員、野田委員 

事務局 

鈴木教育推進部長、沼上生涯学習課長、渡邊図書館長、及川文化財課長、

加藤文化のまちづくり課長、鈴木教育推進部主任、星谷生涯学習係長、 

稲木女性青少年係長、堤主事、前田事務員 

傍聴人 なし（公開会議、傍聴人定員 2名） 

項 目 趣  旨 

１ 開 会 

 

 

２ 挨 拶 

 

 

 

 

 

３  議  事 

（報告・協議） 

 

 

委員 

 

 

図書館長 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

●教育委員会 

 教育推進部長より挨拶 

●社会教育委員 

 委員長より挨拶 

 

 

（１） 令和６年度 第１・四半期の経過報告及び第２・四半期の予定報告 

   各課長より資料に沿って説明  

 

（質問） 

図書館事業において令和６年度「雑誌スポンサー」制度のスポンサー数が12社

16タイトルとの報告があったが、当制度が始まってからその数は増加傾向なのか

どうか、また、加えて推移をお伺いしたい。 

 平成 26年 12月より図書館事業に対する新たな財源の確保、地域の活性化を目

的に始まった事業である。推移について、平成 27年４月に 7社 13タイトルから

スタートし、令和に入ってからは、令和元年は 12社 18タイトル、令和２年は 14

社 18 タイトル、令和３年は 12 社 15 タイトル、令和４年は 10 社 13 タイトル、

令和５年は 12社 16タイトルとなっている。爆発的に増えていく見通しは難しい

が、減少傾向にならないよう現状維持、若しくはそれ以上を目指し、広報みしま

に掲載し募集するなど啓発に進めていく。 

電子書籍等が普及した影響で本に接する機会が貴重な体験になりつつあるの

で、制度の維持・啓発は大事であると考える。１社でも増えるようお願いしたい。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 社会教育委員実践発表 

 

 

 

 

５  その他 

 

 

 

 

 

 

６ 閉会 

 

（２） 委員報告 

・６月６日（木） 令和６年度第１回三島市民生涯学習センター運営委員会 

         生涯学習係長より説明 

・６月７日（金） 令和６年度第１回箱根の里運営協議会 

         生涯学習課長より説明 

・６月 19日（水） 令和６年度静岡県社会教育委員連絡協議会 総会・全体研修会 

        委員より説明 

・６月 21日（金） 令和６年度社会教育基礎研修（東部）兼第１回東部社会教育関係者等研修会 

           委員より説明 

・７月 ２日（火） 令和６年度第１回青少年相談室運営懇話会 

        委員より説明 

・７月 ４日（木） 令和６年度公民館運営審議会 

        委員より説明 

・７月 ５日（金） 令和６年度第１回三島市郷土資料館運営協議会 

        委員より説明 

 

 

（１） 渡邉委員より実践発表 

 

（２） 髙橋委員より実践発表 

 

 

 ●７月８日～13日に行われた空調設備更新修繕工事について説明 

  事務局より説明 

●東社振たより No.４「(1) 企画調査部会より①研修会の本数を 1本程度 

減らすことについて」の追加説明 

 事務局より説明 

 

 


